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１．はじめに

図．だいちのデータから得られた 2007年 3月 6日スマトラ中部地震に伴う変動のアンラップ画像．青矢印が衛星から
の視線方向，ピンク矢印がパダンの GPS連続観測局の水平変位を示す．

2007年 3月 6日，インドネシア・スマトラ島中部スマトラ断層真上で，Mw6.3とMw6.4の地震が連続して発生した．
これらの地震は横ずれ断層のメカニズムを持つ．地震直後，インドネシアのグループが現地調査を行い，断層運動に伴う
地表のずれを明らかにしている（Natawijaja et al., 2007）．この地震に伴う地殻変動を知るために，ALOS/PALSARデー
タとパダンにある GPSデータを収集し，解析を行った．その結果を報告する．

２．データと解析結果
　この地域の ALOS/PALSARによる観測は，2006年 10月 19日と 2007年 6月 6日に行われた．Bperpは約 1500mで

ある．これらの画像を，GAMMA ソフトウェアと SRTM3－ DEMを用いて干渉処理を行った結果，図に示すように地
震時変位の干渉画像が得られた．画像中央の Singkarak湖の北西と南東側に地震時変位と考えられるフリンジが認めら
れる．それぞれの領域において線状のフリンジの不連続も認められ，地表ずれ変位を捉えているものと考えられる．特
に北西側のフリンジの不連続は明瞭で，湖北西岸から 30km程度北西方向に追跡できる．一方，パダンの GPS連続観測
データを解析したところ，3月 6日に北北東へ約 3cmのステップを検出した．

３．地震時変位のモデル化
　北西側のフリンジについては，長さ 35km×幅 20km程度の鉛直から少し南西方向に傾斜した断層面での約 30cmの

右横ずれで概ね説明できる．湖の南東側から東側にかけてのフリンジについては，長さを 30km×幅 20km程度の同様な
断層面での 40cm程度の右横ずれで説明可能である．いずれの断層面の上端は 0.5km程度とかなり浅い．ただ，このモ
デルではパダンのGPS観測局の変位については，方向はよく説明するもののやや大きい変位を予測する．断層長は松田
(1978)の式から予測される値よりずっと大きく，ゆっくりとしたすべりが生じた可能性を示唆する．

本研究で用いた PALSARデータは PIXEL (PALSAR Interferometry Consortium to Study our Evolving Land surface）にお
いて共有しているものであり，宇宙航空研究開発機構（JAXA）と東京大学地震研究所との共同研究契約により JAXAか
ら提供されたものである．PALSARデータの所有権は経済産業省および JAXA にある．本研究（の一部）は，東京大学
地震研究所特定共同研究（B）「衛星リモートセンシングによる地震・火山活動の解析」で行われた．


